
アルダー材横格子の洗面台の製作について 

今回の依頼は当初チーク材での予定でしたが、チーク材が割高のため、天板はアルダー材通し板、

扉のフラット部はアルダー材突板、横格子部はアルダー無垢材、あとの化粧面はアルダー材突板

で、色合いをチーク材に合わせました。実際には、お施主様の希望でチーク色より濃く仕上がっ

ています。 
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 洗面ボウルセット前の状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

横格子に合わせて突板横貼りです。 

 

天板はガラス塗料グラノールを 4 回塗りと

して、撥水性、防水性を高めています。 

 

 

 取手はプッシュラッチ式としました。 
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     台輪は足元ゆったり感を出すために前面、右面を控えて製作しています。      台輪は足元ゆったり感を出すために前面、右面を控えて製作しています。 

     これだけのことでも仕上がりイメージがスッキリとします。      これだけのことでも仕上がりイメージがスッキリとします。 

  

  

  

  

 設備屋さんの取り付け、メンテナンス

等に十分なスペースが確保できてい

ます。 

 設備屋さんの取り付け、メンテナンス

等に十分なスペースが確保できてい

ます。 
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天板のボウル切り込みギリギリの所に

プッシュラッチが付いています。 



 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横格子が重みを感じさせる洗面台に仕上がりました。 

                  ㈱マルダイ 家具部 Da・monde 鈴木 

  平成 23 年 6 月 2 日 
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